
 令和６年度 船橋市立豊富小学校 学校経営方針 

 

１ 基本方針  

 

 

 

 

 

２ 教育目標 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 本年度の重点目標と方策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《めざす学校像》 

○ 子供を大切にする学校 

○ 明るくあいさつができる学校 

○ 安全・安心できれいな学校 

○ 笑顔があふれる学校 

○ 地域と共に歩む学校 

【学校教育目標】 

進んで学ぶ子ども 

心ゆたかな子ども 

    じょうぶな子ども 

《めざす教師像》 

○ 授業を大切にする教職員 

○ 信頼される教職員 

○ 情熱と協調性のある教職員 

○ 職責を果たす教職員 

○ 心身ともに健康な教職員 

○教育基本法 

 ・伝統と文化を尊重する 

 ・我が国と郷土を愛する 

○学習指導要領 

☆資質・能力の三つの柱 

・知識・技能の習得（何ができるか） 

 ・思考力・判断力・表現力の育成

 ・

☆

○県教育指導の指針「生きる力の育成」 

 ・人生を拓く「確かな学力」を育む 

 ・思いやりのある「豊かな心」を育む 

 ・活力にあふれる「健やかな体」を育む 

○船橋市教育大綱基本方針 

・生涯学び活躍できる環境を整え、生

涯学習社会を実現する 

・自立して、主体的に社会に関わる

ことができる子供を育成する 

１．基礎学力の定着と問題解決能力

の育成  【進んで学ぶ子ども】 

①知識・技能の確実な習得 

○指導目標の明確化と授業改善 

・発問・ノート指導・板書計画の工夫 

・授業のユニバーサルデザイン化 

・朝学習の充実 ・小中一貫教育カリキュラム 

②思考力・判断力・表現力の育成 

○思考の場、学び合いの場・発表の場の設定 

・言語活動の充実 ・体験活動の充実 

・読書活動の充実と習慣化 

③主体的に学習に取り組む態度の涵養 

 ○見通しと振り返りの活動の場の設定 

 ・図書館の活用 ・ICT 機器（端末）の活用 

・家庭学習の習慣化【手引きの活用・改善】 

〇学び方を学ぶ 

・個別最適な学び ・協働的学び 

２．思いやりのある豊かな心の育成 

【心ゆたかな子ども】 

① 集団を高め、個が成長する指導の推進 

○共通の学習生活規律の徹底【豊富スタンダード】 

○「時を守り、場を清め、礼を正す」の励行 

○生徒指導体制（共通理解・共通方向）の充実 

② 豊かな人間関係づくり 

○居場所のある学校づくり 

・学校いじめ防止基本方針に則した対応 

・児童が主体的に「いじめ防止」について考える 

・教育相談活動（SC・SSW との連携）の充実 

・生徒指導体制による不登校支援教室の活用 

○特別活動の充実（行事、縦割り班、ボランティア） 

・委員会活動 ・幼保小、小中の円滑な接続 

③ 道徳教育の充実 

○考える道徳、議論する道徳への授業改善 

・道徳の授業公開 ・家庭・地域との連携 

３．健康でたくましい体づくり 

【じょうぶな子ども】 

① 基本的な生活習慣の確立 

○保健指導の充実 

・健康の保持増進と課題解決（学校保健委員会） 

〇安全指導の充実（学校事故、交通事故等の防止） 

〇食に関する指導の充実（食物アレルギーへの対応） 

・栄養教諭、養護教諭との連携 

○正課体育の充実 

・年間指導計画等に基づいた指導 

○わんぱくタイムや業間休み等の活用 

・対外競技会出場や行事を通した意欲の向上 

③ きれいで落ち着いた環境づくり 

○清掃指導の充実 

○整理整頓（くつばこ・かさたて等） 

・教室環境のユニバーサルデザイン化 

－ 21 世紀をたくましく生きる「とよとみっ子」を育成する － 

（１）学校運営協議会制度の趣旨を踏まえ、本校の歴史と伝統、地域に根ざした教育活動の展開により「生きる力」を育成する。 
（２）学習指導要領や県・市の教育施策等を踏まえ、小中一貫教育を通して「知・徳・体のバランスのとれた子供」を育成する。 
   《めざす児童生徒像》 〇学ぶことに興味・関心を持ち、学習の見通しを持って粘り強く取り組む児童生徒 
              〇自らの学習活動を振り返り、次の学習につなげていくことができる児童生徒 
              〇自分自身を向上させていこうとする強い気持ちを持って学びに向かう児童生徒 
（３）地域学校協働活動を軸として、保護者及び地域との連携を深め、「社会と関わり，たくましく行動する子供」を育成する。 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４．特別支援教育の推進 

① 支援体制の充実 

〇特別支援コーディネーターを中心とした校

内支援体制、校内委員会の充実 

〇SC・SSW との情報共有・共通理解 

② 個に応じた支援 

〇個別の教育支援計画 

・個別の指導計画の作成 

〇必要に応じた合理的配慮の提供 

・保護者、関係機関との連携 

③ 専門機関との連携 

〇合理的配慮や就学に関する連携 

〇家庭環境・養育環境に関する連携 

④ 教室環境のユニバーサルデザイン化 

５．安全で安心な開かれた学校づくり 

① 学校安全管理と危機管理体制の整備 

・子供目線の確実な安全点検の実施と早期対応 

・危機管理マニュアルの作成と周知の徹底 

・安全指導の充実 

・登下校の安全確保（スクールバス、スクールガー

ド等との連携） 

② 教育活動の積極的な公開と情報発信 

○学校・家庭・地域との連携・協力 

・年３回の授業参観、年２回の保護者面談の実施 

○保護者懇談会の工夫（子育てに役立つ情報提供） 

〇ホームページ・学校メール・学校だよりによる情 

報発信・情報公開 

③ 地域の教育力を生かした教育の展開 

○近隣学校、近隣施設との連携 

○近隣の豊富な人的・物的資源の活用 

・地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）

との連携 

・スクールバスを活用した体験活動 

○地域行事への積極的参加 

６．信頼される教職員 

① 校内研究・研修の充実 

○「豊かな表現力を身につけ、主体的に学ぶ子の

育成」を目指した研究の推進 

〇小中一貫教育の視点、研究成果の継続 

○GIGA スクール構想（ICT 機器・端末）を活用

した指導力・活用能力の向上 

② PDCA（計画・実行・評価・改善）サイク 

ルによる教育活動・働き方の改善 

○学校評価による教育活動の見直し 

○目標申告の活用 

③ 不祥事根絶 

○学校から不祥事を出さない職場風土 

・学校運営への積極的参画 

・モラールアップ委員会の充実 

④ 働き方改革の推進 

○業務改善の視点と業務遂行 

・GIGA スクール構想（ICT 機器・端末）の活用 

・学校運営協議会，地域学校協働活動との連携 

○勤務時間を意識した働き方の推進 

・ノー残業デーの設定 


